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1. はじめに 

色覚に異常がある場合，色の弁別が困難となり，日

常生活に支障をきたす．そこで，色弁別が容易になるよ

うに画像の色変換が行われている．しかしながら，一般

的な色変換では画像の色相が保存されないため，正常

色覚者にとっては不自然な画像となってしまう． 

本研究では，RGB 空間上での等色相平面を用いて

明度修正を行う．これより，画像の色相を保存しつつ，

画素間の色距離を考慮した色変換が可能である． 

2. 提案手法 

提案手法では色域の中で明度修正を行う．RGB 空

間の黒と白を通る対角線と一点から切り取られる平面は

色相が等しく，等色相平面とよばれる．図１（a）に RGB

空間上の等色相平面を示す．𝑿は画素の座標，𝑪，𝑾，

𝑲はそれぞれ黒，白，𝑿と同じ色相の純色の点を表して

いる．この𝑿は，𝑪，𝑾，𝑲を用いて 

𝑿 = 𝑎𝐶𝑪 + 𝑎𝑊𝑾 + 𝑎𝐾𝑲,             (1) 

 𝑎𝐶 + 𝑎𝑊 + 𝑎𝐾 = 1 

と表すことができる．したがって，このベクトルの係数の

比率を変化させることで，入力画像の色相を保存した明

度修正を行うことができる（図１(b)）．提案手法では，明

度修正後の出力画像𝑿’は  

𝑿’ =  𝑎𝐶"𝑪 + 𝑎𝑊"𝑾 + 𝑎𝐾"𝑲     (2) 

で求め，𝑎𝐶"，𝑎𝑊"，𝑎𝐾"は式（3）で求める． 

 𝑎𝐶" =
𝑎𝑐′

𝑠
, 

𝑎𝑊" =
𝑎𝑤′

𝑠
,  

𝑎𝐾" =
𝑎𝑘′

𝑠
,                         (3)  

s = 𝑎𝐶
′ + 𝑎𝑊

′ + 𝑎𝐾
′ .  

 

 

 

（a）                 （b） 

図１．等色相平面上での明度修正: （a）RGB 空間上の等色相平 

面，(b)白ベクトルの変更 
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図２．明度修正による色変換結果: (a)原画像，(b)比較手法，(c) 

提案手法，(d)色盲の方の(a)の見え方，(e)色盲の方の(b)の 

見え方，(f)色盲の方の(c)の見え方 

 

また𝑎𝐾′，𝑎𝑊′，𝑎𝐶 ′は 

𝑎𝐶
′ = 𝑎𝑐 ,  

𝑎𝑊
′ = 𝑎𝑤 + 𝛿,                  (4)  

𝑎𝐾
′ = 𝑎𝑘 − 𝛿                                     

で求める．ここで𝛿は文献[1]の明度修正量である．これ

により，画像の色相を保存しつつ，画素間の色距離を

考慮した色変換が実現できる． 

3. 実験結果 

実験には文献[１]の手法を比較手法として用いた．

図２に明度修正を行った結果を示す．図２より，提案

手法では色の弁別が容易にはなっているが，正常色

覚の方にとっては鮮やかさが劣っていることがわか

る． 

4. 終わりに 

本研究では，色弁別を容易にするために，色域内で

明度を修正して画像の色変換を行う手法を提案した．

実験結果より，提案手法の有効性を確認した．今後の

課題は，画像ごとの強調手法の開発である．  
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